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１．不断の授業改善の視点としての主体的・対話的な深い学び 

 既に前章までに触れられてきているように，子供たちが成人して社会で活

躍する頃には，生産年齢人口の減少，グローバル化の進展や絶え間ない技術

革新等により，社会や職業の在り方そのものが大きく変化する可能性が指摘

されている．そうした厳しい挑戦の時代を乗り越えていくためには，伝統や

文化に立脚しながら，他者と協働し価値の創造に挑み，未来を切り開いてい

く力が必要とされている．そのためには，学ぶことと社会とのつながりを意

識し，｢何を教えるか｣という知識の質・・量の改善に加え，「どのように学ぶか」

という学びの質や深まりを重視することが必要とされている． 

 そこに向けた取組の視点として「アクティブ・ラーニングの視点からの不

断の授業改善」が言われている．より具体的には，①学ぶことに興味や関心

を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘

り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる・「主体的な学び」

が実現できているか，②子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲

の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話

的な学び」が実現できているか，③習得・活用・探究という学びの過程の中

で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互

に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題

を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向

かう「深い学び」が実現できているか，といった「３つの学び」の視点が掲

げられている． 

 このように質の高い深い学びを目指す中で，教員が，指導方法を工夫して必

要な知識・・技能を教授しながら，それに加えて，子供たちの思考を深め発言を

促したり，気付いていない視点を提示したりするなど，学びに必要な指導の在

り方を追究し，必要な学習環境を積極的に設定していくことが求められてきて

いる．・  

・主体的・対話的な深い学びを不断の授業改善の視点から説明できる． 

・不断の授業改善におけるICTの役割を説明できる． 

幼稚園、小学校、
中学校、高等学校
及び特別支援学校
の学習指導要領等
の改善及び必要な
方策等について
（答申）（中教審
第197号） 
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幼稚園教育要領、
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ここでは，習得・活用・探究のプロセスにおいて、習得された知識･技能が

思考･判断･表現において活用されるだけでなく，思考･判断･表現を経て知識･

技能が生きて働くものとして習得されたり，思考･判断･表現の中で知識･技能

が更新されたりすることなども述べられている。このように「主体的・対話

的で深い学び」に向けた授業改善を行うことで，学校教育における質の高い

学びを実現し，子供たちが学習内容を深く理解し，期待されている資質・能

力を身に付け、生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにす

ることが，求められてきている． 

 

２．主体的・対話的な深い学びを導く教育・学習環境としての ICT 

 上記のような授業の絶えざる改善を進めていくためには，一方で学習環境の

改善及びその効果的な利用法にも目を向けていく必要がある． 

例えば，対話的な学びと関わるグループワークでは、なかなか全員が参加す

る活動にならないという悩みがよく言われている．また活発に話し合ってはい

るがそこに深まりが見られないなどの悩みが言われている．しかし目に見える

活発な話し合いの姿は見せないが、人の意見をよく聞いてまた読んで自己の学

びを構成していく潜在的対話的な学びをしている児童生徒も実際にいる場合が

ある．このような潜在的対話的学びをしている児童生徒を生かし，一方で顕在

的対話的な学びをリードし自信をもっている児童生徒により他の子の意見を丁

寧に見てさらなる熟考を促していくために，ICTなどテクノロジーが有効となる．

たとえば，児童生徒のタブレットがネットワークにつながっていることで，顕

在的に話し合わなくても，各自が考えていることが互いに見える．教員はこの

機能を生かし，従来の机間指導で見取れなかった子供の姿，埋もれがちな子ど

ものよい意見を取り上げたり，全員の意見を等しく見て，限られた授業時間を

有効に使いながら議論を組むことも可能となる．もちろんそのための課題設定

や発問の質が重要となるが，それぞれの児童生徒の学習スタイルや発達課題を

考慮しながら，授業で教員が顕在的な対話と潜在的な対話を適切に組み立てる

ことが，人の考えを参考にして自分の考えの検討をつけたり、新たな考えを創

出したり，自分の考えを掘り下げたりすることを促す可能性を作る．発言が苦

手な子にはこの取り組みを通じて話す機会を作って自信を持たせ，一方で話し

合いには参加しているがじっくり自分の考えを持つことが苦手な子には，熟考

できる機会を作る．このようにICTなどのテクノロジーを，教育の原理と絡めて

小学校におけるカリ
キュラム・マネジメ
ントの在り方に関す
る検討会議 
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授業の絶えざる改善に向けて使うことが重要となる． 

また平成 30 年から実施される学習指導要領で期待されている資質・能力の育

成においては，その成長をいかに見取り，評価するのかが大きな課題である．そ

の点に関しても，コンピュータを使うと難しいといわれている思考のプロセスを

残せるようになる．児童生徒の学びの履歴をもとに，授業の改善を考えることが

でき，長い目で見ると，単元レベルの授業の改善，学年単位レベル，さらには学

校全体の教育課程レベルで授業改善を考えていく根拠資料として，その記録が有

効となる．このように評価情報を収集し授業の改善につなげていく道具として

ICT を用いていく，つまりアセスメントツールとして ICT の活用をより意識する

と，「授業の絶えざる改善」をより効果的に進めることができ，さらに言えば，

カリキュラム・マネジメントの取り組みにもつながっていく可能性がある． 

 

３．主体的・対話的な深い学びの授業デザインの目を磨くためには 

授業にアクティブ・ラーニングの視点を取り入れる際には、「ゴールの姿」

と「方法・環境」の両方をしっかりおさえておく必要がある。例えば、「方法・

環境」しか見ていない場合は、アクティブ・ラーニングの「型」をなぞるだけ

となり、どのような力が育つのかという「ゴール」が分からない授業となって

しまう。一方、「ゴールの姿」だけを設定しても、「方法・環境」が十分練ら

れていないと、授業づくりが難しくなる。 

 
図４－１ アクティブ・ラーニングの視点に立った学習プロセスデザイン 

次期学習指導要領等
に向けたこれまでの
審議のまとめ 別紙 
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これからの授業のデザインは、教員がその授業で身につけさせたい教科の内容

と資質・能力を子供の姿のアセスメント情報からより明確にし、学習の内容や方

法を検討することがさらに重要となる。当然ながら「本単元に入るために必要な

前提となる力をこのクラスの子供がどれくらい持っているかを見定める．そして

この単元や授業では、ここから入り，この資質・能力のこの部分を伸ばす」とい

ったゴールを明確にすることは行われると思われる．しかし授業にアクティブ・

ラーニングの視点を取り入れ，例えば「学ぶ力」や「学びに向かう力」等より意

識して指導していくためには，そこに向けて、ここでは思考を広げたいとか、こ

こでは振り返りをさせたいなど、子どもの学びの姿をイメージしながら、ダイナ

ミックな活動の流れのもつ効果を見定めていく小さな目標（学習活動やそれが持

つ効果を見るチェックポイント）を設定する必要がある．図４－１は，「問題解

決・発見力」を子供に培っていく際の学習プロセスやそこでの ICT などを生かし

た学習活動の組み合わせのバリエーションをイメージとして提供してくれてい

る．このように単元デザインを"学びの連続体"としてとらえ、入り口と出口の子

供の姿を明確にし，そこでの学びが確かで豊かになる学習活動の組み合わせを考

え，どの場面でどのように学びの姿の成果を見るか（形成的評価につながるチェ

ックポイント）を計画し，授業全体をデザインしていく目がより求められてくる． 

 

４．主体的・対話的な深い学びを確かなものとしていくために 

 一口にアクティブ・ラーニングといっても，いろいろなレベルがある．子ど

もに気づきを促したいのか，思考を深めさせたいのか，興味・関心を引き出し

て学びに向かわせたいのかなどによって，議論，探究，表現活動など，行うべ

き学習活動は異なる．またなかなか自ら学びに向かうことができない子どもた

ちには，自尊感情を高めることを意図した協働的な学びも考えられる．子ども

の状況や目的に応じて，それに適した活動を取り入れることが重要である． 

そして子どもが主体的になるために，先にも触れたが，ずっと問いを持ち続

けられるような工夫が必要になる．課題の内容やレベルにより，子どもの思考

は大きく左右される．例えば、とにかく多くのアイデアを出させたい場面では，

子どもの気づきに任せて話し合わせるのもよい．一方、グループワークを通し

て思考を深めさせたい対話的深い学びの場面では，多様な考え方ができ，すぐ

には答えにたどり着けない深い課題が必要となる．この場合は，子どもの気づ

きだけに任せると浅い思考で終わってしまうことが多いため，教員が課題を設

定することが必要となる．また子どもの思考は，子どもにとって面白い課題で



主体的・対話的で深い学びと評価  

 

ないと活性化されないことに留意する必要がある．子ども自身が知りたい，解

決したいと思うからこそ，そのために何を調べればよいのか，どうまとめると

伝わるのかなどを真剣に考えるようになる当事者意識をどう持たせるかが「学

びに向かう力」を育てる上では重要となる． 

また主体的で深い学びには，振り返りの支援が重要である．子どもが自分で

学びを進めるためには，「学びに向かう力」が不可欠であり，振り返りの視点，

いわゆるメタ認知の力が欠かせない．自分が今どういう状況にあるのかをモニ

タリングしたり，何が好きかなど自己認識をしたり，次に何をしたらよいのか

を考えたりするなど，自分自身を振り返って高めていく仕組みが必要となる．

自分にとって必要な学習を考え，次の一歩を踏み出すことの繰り返しで，学び

はつくられていくと考えられるからである． 

 不断の授業改善に向けて子どもの姿から学びをとらえる姿勢が重要となる． 

 

【課題】 

(1) 不断の授業改善の視点として言われている「主体的・対話的な深い学び」

で想定されている学びの姿を他の人にわかりやすく伝えることを意識してまと

めなさい． 

(2) 不断の授業改善における ICT の活用可能性について，「主体的・対話的な

深い学び」と関連付けて説明しなさい． 

 

 

 

 

 


